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で
い
る
中
国
農
機
業
界
の
動
向
は
貴
重
な

情
報
提
供
と
な
っ
た
。

翌
２
日
目
は
ア
グ
リ
パ
ー
ク
舞
川
の
圃

場
に
移
動
し
て
、
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
と
大

型
作
業
機
に
よ
る
現
地
勉
強
会
を
行
な
っ

た
。
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
東
北

支
社
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
の
遠
隔
操
作
に

よ
り
無
人
で
稼
働
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク

タ
ー
と
、
緊
急
時
に
は
人
が
対
応
す
る
こ

と
を
前
提
に
ハ
ン
ド
ル
操
作
等
を
自
動
で

行
な
う
オ
ー
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
を
実
演
し

た
。
80
～
１
１
３
馬
力
の
該
当
機
種
に
は

後
付
け
可
能
。　

続
い
て
、
㈱
み
ち
の
く
ク
ボ
タ
は
ア
グ

リ
ロ
ボ
ト
ラ
ク
タ
（
有
人
仕
様
）
を
実
演

し
、
昨
年
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
無
人
仕
様
に

比
べ
て
、
高
価
な
安
全
装
置
を
搭
載
し
な

い
分
だ
け
価
格
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。
油
圧
式
オ
ー
ト
ス
テ
ア
を

搭
載
し
た
Ｍ
７
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ほ
か
、
コ

ン
バ
イ
ン
に
装
着
す
る
流
量
セ
ン
サ
と
Ｇ

Ｐ
Ｓ
ユ
ニ
ッ
ト
、
田
植
え
機
の
可
変
施
肥

去
る
7
月
19
日
（
金
）、
20
日
（
土
）

に
東
北
土
を
考
え
る
会
（
永
浦
清
太
郎
会

長
）
が
岩
手
県
平
泉
町
で
総
会
・
夏
期
研

修
会
を
開
催
し
た
。
会
員
と
一
般
参
加
の

生
産
者
、
企
業
、
事
務
局
な
ど
総
勢
80
名

近
く
が
駆
け
付
け
た
。

今
夏
の
テ
ー
マ
は
「
畑
の
ス
マ
ー
ト 

最
前
線 

in 

平
泉 

～
畑
作
の
ス
マ
ー
ト
農

業
に
つ
い
て
、
ど
の
く
ら
い
ご
存
知
で
す

か
?
～
」。
初
日
は
座
学
に
て
、
帯
広
畜

産
大
学
の
佐
藤
禎
稔
教
授
に
よ
る
講
演
を

聞
い
た
。
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
基
礎
知

識
か
ら
最
新
動
向
に
触
れ
た
後
、
大
規
模

畑
作
の
現
場
に
密
着
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ

ク
タ
ー
の
開
発
の
裏
側
や
、
開
発
中
の
ス

プ
レ
イ
ヤ
の
ブ
ー
ム
高
さ
自
動
制
御
装
置

が
紹
介
さ
れ
た
。

さ
ら
に
参
加
者
が
興
味
を
寄
せ
た
の

は
、
情
報
交
換
会
で
佐
藤
教
授
が
披
露
し

た
中
国
の
農
業
機
械
展
示
会
の
視
察
報
告

だ
。
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
模
倣
品
か
ら
、
国

を
挙
げ
て
高
度
な
技
術
開
発
に
取
り
組
ん

㈱エムスクエア・ラボ／やさいバス㈱取締役専務

　長谷川晃央氏

東北土を考える会
大規模畑作でのスマート農業の

最新技術を学ぶ

▲

7月19日、20日
　（岩手県岩泉町）

挨拶は永浦清太郎会長

晴天に恵まれた実演会場での集合写真

キ
ッ
ト
な
ど
、
稲
・
麦
の
食
味
・
収
量
の

メ
ッ
シ
ュ
マ
ッ
プ
化
に
対
応
す
る
最
新
技

術
を
紹
介
し
た
。

な
お
、
研
修
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ

た
２
０
１
９
年
度
の
総
会
で
は
、
か
ね
て

よ
り
会
員
が
希
望
し
て
い
た
独
自
の
新
た

な
会
則
が
採
択
さ
れ
、
事
務
局
を
ス
ガ
ノ

農
機
㈱
東
北
支
店
に
置
き
、
役
員
を
中
心

と
し
た
運
営
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。�

（
加
藤
祐
子
）

初日の講師、帯広畜産大学の佐藤禎稔教授

無人のヤンマー YT490 ＋スタブルカルチ 
（スガノ農機）と、それを追従する有人の
YT5113A ＋カットロータリ（スガノ農機）

ニコン・トリンブルの油圧式オートステアを
採用したクボタ M7（171 馬力）＋（フロント）
タイン・スパイラルローラ＋（リア）コンビ
ソイラ・バーチカルハロー（作業機はいずれ
もスガノ農機）
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ン
タ
ー
を
見
学
し
た
。
１
０
０
ha
を
目
標

に
掲
げ
て
い
る
も
の
の
、
お
そ
ら
く
そ
れ

以
上
に
広
が
る
と
い
う
見
込
み
の
も
と
、

機
械
・
設
備
以
外
に
も
従
業
員
を
雇
い
入

れ
、
拡
張
を
進
め
て
い
る
。

２
軒
目
は
、
農
機
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を

手
が
け
る
ロ
ブ
ス
ト
ス
。
全
国
の
町
工
場

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
、
廃
番
に
な

っ
た
農
機
の
修
復
や
、
農
機
の
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
で
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

事
務
所
も
常
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
手
が
加

え
ら
れ
、「
現
在
進
行
形
」
を
笑
顔
で
強

調
す
る
高
垣
達
郎
社
長
が
出
迎
え
て
く
れ

た
。
整
理
整
頓
が
行
き
届
い
た
工
房
と
試

作
ス
ペ
ー
ス
を
見
学
し
た
後
、
会
員
か
ら

関
東
甲
信
越
土
を
考
え
る
会
（
飯
田
勝

市
会
長
）
が
８
月
７
日
（
水
）
に
「
北
関

東
弾
丸
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、
関
東
エ
リ

ア
の
会
員
を
中
心
に
30
名
余
り
が
参
加
し

た
。
会
員
同
士
の
懇
親
を
深
め
る
と
い
う

趣
旨
で
企
画
さ
れ
、
㈱
農
業
生
産
法
人
ワ

タ
ナ
ベ
（
栃
木
県
鹿
沼
市
）、
本
誌
連
載

で
お
馴
染
み
の
㈱
ロ
ブ
ス
ト
ス
、
元
気
フ

ァ
ー
ム
20
（
群
馬
県
前
橋
市
）
の
３
カ
所

を
訪
ね
た
。

集
合
場
所
は
、
中
山
間
地
域
の
半
径
10

㎞
圏
内
で
約
72�

ha
の
米
麦
生
産
を
行
な
っ

て
い
る
㈱
農
業
生
産
法
人
ワ
タ
ナ
ベ
。
渡

邉
宏
幸
社
長
が
農
場
の
概
要
を
説
明
し
、

事
務
所
と
農
機
倉
庫
、
新
し
い
ラ
イ
ス
セ

㈱エムスクエア・ラボ／やさいバス㈱取締役専務

　長谷川晃央氏

関東甲信越土を考える会
大規模米麦経営と農機カスタマイズを

学ぶ視察ツアー

▲

8月7日
　（栃木県鹿沼市、群馬県みどり市・前橋市）

飯田勝市会長が開会挨拶

の
依
頼
案
件
も
交
え
て
、
事
例
を
写
真
や

動
画
で
紹
介
し
た
。

最
後
の
３
軒
目
は
、
農
事
組
合
法
人
元

気
フ
ァ
ー
ム
20
（
関
根
正
敏
代
表
）。
米

麦
二
毛
作
地
帯
で
、
１
０
０
０
ｔ
の
乾
燥

調
製
を
担
う
計
画
で
５
年
前
に
建
設
さ
れ

た
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
と
、
飼
料
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ

や
籾
米
サ
イ
レ
ー
ジ
に
取
り
組
む
た
め
に

投
資
し
た
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
や
土
耕
機
、

収
穫
機
な
ど
を
見
学
し
た
。
信
頼
関
係
の

深
い
耕
畜
連
携
の
話
を
興
味
深
く
聞
き
入

っ
て
い
た
。

次
回
は
、
10
月
19
日
（
土
）
に
長
野
県

野
辺
山
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
開
催
す
る
予
定
。

�

（
加
藤
祐
子
）

㈱農業生産法人ワタナベのライスセンターにて

㈱ロブストスの事務所で集合写真

飼料稲 WCS の収穫作業で活躍する大型作業機。
高品質の餌を生産することで信頼関係が成り立っている


